
令和５年度（２０２３年度）八代高等学校シラバス 
教 科 国語 科 目 論理国語 

学年・類型 ２学年・全 単位数 ２ 

教科書 精選論理国語（東京書籍）（２東書 論国７０２） 

副教材 国語総合便覧 第一学習社  現代文単語集 宅習用問題集 

科目目標 

・実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。 

・論理的，批判的に考える力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との

関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることが

できるようにする。 

・言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向

上させ，我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会

に関わろうとする態度を養う。 

学習方法 

教科書や副教材を中心に，知識をしっかりと身に付ける。また，課題探究学習やグル

ープワーク等を通して，思考力・判断力・表現力，主体的に学習に取り組む態度を養

う。 

 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

実社会に必要な国語の知識や技

能を身に付けている。 

論理的，批判的に考える力を伸

ばすとともに，創造的に考える

力を養い，他者との関わりの中

で伝え合う力を高め，自分の思

いや考えを広げたり深めたりす

ることができる。 

言葉がもつ価値への認識を深め

るとともに，生涯にわたって読

書に親しみ自己を向上させ，我

が国の言語文化の担い手として

の自覚を深め，言葉を通して他

者や社会に関わろうとする態度

を養っている。 

 

評価方法 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①定期考査（知識・技能の定着状

況を評価する問題を出題） 

②確認テスト 

③授業への取組状況 

①定期考査（思考・判断・表現に

ついて評価する問題を出題） 

②確認テスト 

③課題の内容 

④授業への取組状況 

①課題やノートへの取組状況や

提出状況 

②授業への取組状況 

 

各学期及び学年の成績算出方法について 

観点別評価 

 知識・技能 ４０％ 

 思考・判断・表現 ４０％ 

 主体的に学習に取り組む態度 ２０％ 



学

期 
学習内容 

評価規準（到達目標Ｂ規準）と到達度チェック（自己評価） 評価方法 
（学習指導要

領に対応） 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

１
学
期 

ミロのヴィーナス  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から評価

している。 

 
 
 
 

進んで芸術における具体と抽象

の関係性や，筆者の論の進め方

を捉え，学習課題に沿って見え

ないものへと思考を広げる，芸

術に対する見方を深めようとし

ている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，エ 

 

相手依存の自己規定  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係において

多面的・多角的な視点から評価して

いる。 

・「読むこと」において，設定した題

材に関連する複数の文章や資料を

基に，必要な情報を関係付けて自分

の考えを広げたり深めたりしてい

る。 

 積極的に筆者の意見と具体例の

関連性を理解し，学習の見通し

をもって調べた身近な例を整

理・分析して自己把握について

の考えをまとめ，他者に伝えよ

うとしている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，エ，

キ 

○活読むこ
と⑵オ 



科学的「発見」とは  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，資料との関係を把握

し，内容や構成を的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，人間，社

会，自然などについて，文章の内

容や解釈を多様な論点や異なる価

値観と結び付けて，新たな観点か

ら自分の考えを深めている。 

 進んで中心的主張と事例の関

係，「問い」と「主張」という文

章の構造を理解し，学習課題に

沿って科学的視点に立った，も

のの見方や考え方を培おうとし

ている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと⑴

イ，カ 

論理とは何か 

 

 ・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

・情報を重要度や抽象度などによっ

て階層化して整理する方法につい

て理解を深め使っている。 

・推論の仕方について理解を深め使

っている。 

 

 ・「読むこと」において，主張を支え

る根拠や結論を導く論拠を批判的

に検討し，文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈してい

る。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から評価

している。 

 進んで演繹的な推論について理

解し，学習課題に沿って広い意

味での「論理」における言葉の

関連性や文章構造について捉え

ようとしている。 

［知技］⑵

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと⑴

ウ，エ 

つなげる力 
 

 ・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から評価

している。 

 粘り強く論理的な文章の接続関

係と接続表現の理解を深め，今

までの学習を生かして接続関係

を捉えようとしている。 

［知技］⑴

ウ／⑵ア 

［思判表］

読むこと⑴

ア，エ 

論証する力 

 

 ・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

・推論の仕方について理解を深め使

 ・「読むこと」において，主張を支え

る根拠や結論を導く論拠を批判的

に検討し，文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈してい

 粘り強く論証の適切さを判断す

る「根拠の適切さ」と「導出の

適切さ」という二つの観点を理

解し，今までの学習を生かして

説得力のある論証や反論方法に

［知技］⑵

ア，ウ 

［思判表］

読むこと⑴



っている。 

 

る。 

・「読むこと」において，人間，社

会，自然などについて，文章の内

容や解釈を多様な論点や異なる価

値観と結び付けて，新たな観点か

ら自分の考えを深めている。 

ついて捉えようとしている。 ウ，カ 

２
学
期 

要約する力  ・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

・情報を重要度や抽象度などによっ

て階層化して整理する方法につい

て理解を深め使っている。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係におい

て多面的・多角的な視点から評価

している。 

 進んで論理的な文章の構造を理

解し，学習課題に沿って，中心

的主張を捉えた要約の方法を理

解しようとしている。 

［知技］⑵

ア，イ 

［思判表］

読むこと⑴

ア，エ 

質問する力  ・主張とその前提や反証など情報と

情報との関係について理解を深め

ている。 

・推論の仕方について理解を深め使

っている。 

 ・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係において

多面的・多角的な視点から評価して

いる。 

・「読むこと」において，人間，社会，

自然などについて，文章の内容や解

釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて，新たな観点から自分の

考えを深めている。 

 粘り強く論理的な思考力と質問

する力の関連性を捉え，学習課

題に沿って論理的な文章におけ

るよりよい質問に対する考えを

深めようとしている。 

［知技］⑵

ア，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴エ，カ 

メディアの変容  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，主張を支え

る根拠や結論を導く論拠を批判的

に検討し，文章や資料の妥当性や信

頼性を吟味して内容を解釈してい

る。 

 粘り強く筆者の論じる社会の変

化と人間関係の分析を理解し，

学習課題に沿って人間関係を論

じる二つの文章の共通点・相違

点を考察して，人間関係の在り

方について自分の考えを深めよ

うとしている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，オ，

キ 

○活 読むこ
と⑵エ 



・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

・推論の仕方について理解を深め使

っている。 

 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係において

多面的・多角的な視点から評価して

いる。 

・「読むこと」において，関連する文

章や資料を基に，書き手の立場や目

的を考えながら，内容の解釈を深め

ている。 

・「読むこと」において，設定した題

材に関連する複数の文章や資料を

基に，必要な情報を関係付けて自分

の考えを広げたり深めたりしてい

る。 

 

「リスク」と「リスク社

会」 
 

 ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，人間，社会，

自然などについて，文章の内容や解

釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて，新たな観点から自分の

考えを深めている。 

・「読むこと」において，設定した題

材に関連する複数の文章や資料を

基に，必要な情報を関係付けて自

分の考えを広げたり深めたりして

いる。 

 積極的にベックとルーマンの各

記述から中心的主張を捉えて要

約し，学習課題に沿って現代に

おける「リスク」について具体

的に考え，話し合おうとしてい

る。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，カ，

キ 

○活読むこ
と⑵イ 



「環境」とは何か  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 
 
 

・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，人間，社会，

自然などについて，文章の内容や解

釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて，新たな観点から自分の

考えを深めている。 

・「読むこと」において，設定した題

材に関連する複数の文章や資料を

基に，必要な情報を関係付けて自

分の考えを広げたり深めたりして

いる。 

 粘り強く哲学的視点に立った

「環境」に対する筆者の主張を

理解し，今までの学習を生かし

て持続可能な社会環境の実現に

向けた具体的な取り組みについ

て考え，話し合おうとしてい

る。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，カ，

キ 

○活読むこ
と⑵ウ 

３
学
期 

「である」ことと「す
る」こと 

 ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，文章の構成

や論理の展開，表現の仕方につい

て，書き手の意図との関係において

多面的・多角的な視点から評価して

いる。 

・「読むこと」において，人間，社会，

自然などについて，文章の内容や解

釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて，新たな観点から自分の

考えを深めている。 

 粘り強く二項対立の論理展開や

具体例と筆者の主張との関係を

つかみ，今までの学習を生かし

て「である」価値と「する」価

値について自分に引き寄せて考

え，現代社会に対する認識を深

めようとしている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，エ 

 

消費されるスポーツ  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，内容や構成，論理の展

開などを的確に捉え，論点を明確に

しながら要旨を把握している。 

・「読むこと」において，人間，社会，

 積極的にスポーツとメディアと

いう社会事象の分析を通した筆

者の主張を読み取り，学習課題

に沿ってスポーツについて具体

例を挙げながら，自分の考えを

まとめようとしている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴ア，カ 



学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

自然などについて，文章の内容や解

釈を多様な論点や異なる価値観と

結び付けて，新たな観点から自分の

考えを深めている。 

○活読むこ
と⑵ア 

日本人の美意識  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，資料との関係を把握

し，内容や構成を的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，関連する文

章や資料を基に，書き手の立場や目

的を考えながら，内容の解釈を深め

ている。 

 粘り強く二項対立の論理展開を

資料と結びつけて理解し，学習

の見通しをもって日本人の美意

識と生活行動の関連性につい

て，自分の考えを深めようとし

ている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴イ，オ 

○活読むこ
と⑵ウ 

地図の想像力  ・言葉には，言葉そのものを認識し

たり説明したりすることを可能に

する働きがあることを理解してい

る。 

・論証したり学術的な学習の基礎を

学んだりするために必要な語句の

量を増し，文章の中で使うことを

通して，語感を磨き語彙を豊かに

している。 

・文や文章の効果的な組み立て方や

接続の仕方について理解を深めて

いる。 

 ・「読むこと」において，文章の種類

を踏まえて，資料との関係を把握

し，内容や構成を的確に捉えてい

る。 

・「読むこと」において，関連する文

章や資料を基に，書き手の立場や

目的を考えながら，内容の解釈を

深めている。 

 進んで近代的思考による科学主

義的な地図観に反駁する筆者の

立場とその論理展開を理解し，

学習課題に沿って身近な地図か

ら描き手の目的や意図とその工

夫を読み解き，自分の考えを述

べようとしている。 

［知技］⑴

ア，イ，ウ 

［思判表］

読むこと

⑴イ，オ 

○活 読むこ
と⑵イ 

 


